
| 千:|‖ |l fう |ヽヽ |′り   (||パ 1)(|:ハ ||パ ||:鳥  'I:l!1日 :但 :litキ llrり    |・ |"点|サ ||.ヽ |

りiで   'lll■ 3.11

`●

.翼1輛F
iゴ ~́

鐵

4
．　
●

「

‘
・
■

「
Ｌ́
出

ヨ
　
　
　
　
　
」
■

福島原発事故から12年

「バイバイ原発
3卜 11きようと :」

開催される !

若
狭
の
原
発
動
か
す
な
―
福
島
原
発
事
故
か
ら
２
年

福
島
に
思
い
は
せ
　
み
ん
な
で
デ

モ
し
ょ
う
―
、

３
月
Ｈ
日
、
円
山
公
園
キ
楽
堂

で

「
バ
イ
バ
イ
原
発

３

・
Ｈ
京

都
」
集
会
と
デ

モ
が
行
わ
れ
ま
し
た
．

講
演

１
は
、

一原
発
は
、
も
う
、
時
代
遅
れ
だ
」

―
竜
谷
人
教

授

の
大
島
怪
　
さ
ん

講
演
２
は
、

「福
島
原
発
で
働

い
て
白

―～ＩＬ
病
に
」
―
福
島
原
発

彼
燃
労
災
損
害
賠
償
裁
判
原
告

の
あ
ら
か
ぶ
さ
ん
で
し
た
、

「バ
イ
バ
イ
原
発
３

・
１１
き
ょ
う
と
　
決
議
案
」
か
ら

・
・
・

福
島
原
発
事
故
か
ら
陀
年
。
私
た
ち
は
福
島
原
発
‥―１１‐
故
の
反
省

と
教
訓
を
も
と
に
、
脱
原
発
社
会
を

一
――
も
早
く
実
現
す
る
た
め
、

以
下
の
決
議
を
行
い
ま
し
た
。

一
、
福
島
原
発
事
故
に
よ

つ
て
奪
わ
れ
た
暮
ら
し

。
健
康

・
環
境

・

地
域
社
会
を
国
と
東
京
電
力
に
償
わ
せ
よ
う
。

一
、
こ
れ
以
上
、
海
を
汚
し
て
は
な
ら
な
い
。

福
島
原
発
放
射
能
汚
染
水
の
海
洋
放
出
を
や
め
さ
せ
よ
う
。

一
、
政
府
の
原
発
回
帰
方
針
は
人
事
故

へ
の
道
。

世
論
の
力
で
政
府
方
針
を
撤
回
さ
せ
よ
う
。

一
、
地
震
列
島

・
日
本
、
若
狭
の
老
朽
化
原
発
を
は
じ
め
、

す
べ
て
の
原
発
の
再
稼
働
を
や
め
さ
せ
よ
う
。

一
、
省

エ
ネ
と
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
気
候
危
機
を
打
開
し
よ

・つ

。

脱
原
発
社
会
を

一
日
も
早
く
実
現
し
よ
う
。
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「不屈」586号 (1989年 5月 8日 第二種郵便認可) 付録2023イ千1 4月 15日

治
安
維
持
法
犠
牲
者

名
簿
作
成

の
中
間
報
告

メ
モ
に
つ
い
て

・
。
・
・

佐
藤

和
夫

１
、

「章
立
て
に

つ
い
て
」
は
、
治

安
維
持
法
の
犠
牲
者

の
特
殊
京
都
的

な
特
徴
を
ふ
ま
え
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
．
た
と
え
ば
、
京
都
を
舞
台
に
関
連

す
る

「事
件
史
」
の
コ
ラ
ム
を
執
筆

担
当
者
を
決
め
、
研
究
会
に
発
表
す

る
な
ど
し
て
き
ま
し
た
。
山
本
宣
治

や
谷

―――
善
太
郎
た
ち
の

「京
都
労
働

学
校
」
の
は
た
し
た
役
割
。

１
９
２

５

。
１２

・
１
の
第

一
次
京
都
学
連
事

件
と
翌
年
１

・
１５
の
第
二
次
検
挙
。

１
９
２
８

・
３

・
１５
と
１
９
２
９

・

４

・
１６
及
び
そ
れ
ら
の
中
間
検
挙
者

列
伝
。

１
９
３
３
年
５
月
の
京
大
滝

川
事
件
と
１
９
３
３

・
６

。
２０
の
共

産
党
京
都
市
委
員
会
の
壊
滅
‘
１
９

３
５
年
”
月
の
大
本
教
第
二
次
弾
圧

と
思
想
統
制
。
１
９
３
７
年

・
Ｈ

・

８
の

「世
界
文
化
」

「土
曜
日
」
な

ど
の

「
１
９
３
０
年
代
後
半
の
京
都

に
お
け
る
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
文
化
運
動

に
つ
い
て
」

（勝
村
誠
執
筆
）
な
ど

な
ど
の
コ
ラ
ム
が
読
み
物
と
な
り
ま

す
。以

下
、
“
年
間
続
く

「ア
ジ
ア

・

太
平
洋
戦
争
」
の
終
末
期
に
は
、
治

安
維
持
法
の
拡
大
が
戦
争
指
導
部
の

ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
争
い
の
武
器
に
も
な
り
、

弾
圧
対
象
が
見
境
な
く
な

っ
て
い
っ

た
姿
も
暴
露
し
な
け
れ
ば
と
話
し
合
っ

て
い
ま
す
。
と
く
に
、
１
９
４
２

・

９

。
１１
か
ら
米
国
共
産
党
事
件
の
摘

発
か
ら
始
ま

っ
た

，総
称
と
し
て
の

横
浜
事
件
」
で
は
、
１
９
４
３
・
９
・

９
の
政
治
経
済
研
究
会
事
件
と
し
て

中
央
公
論
の
編
集
部
員

・
和
田
喜
太

郎
が
検
挙
さ
れ
、
４５
年
２
月
７
目
に

獄
死
し
ま
し
た
、

２
、
　
一主
な
犠
牲
者
」
に
つ
い
て
は
、

３
０
０
字
か
ら
５
０
０
字
程
度
の
ミ

ニ
・
コ
ラ
ム
を
研
究
会
参
加
府
本
役

員
や
同
盟
員
が
執
筆
す
る
よ
う
求
め

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
津
市

一
太
郎

と
か
河
上
肇
と
か
日
領
五

一
郎
と
か

岩
田
義
道
な
ど
な
ど
の
治
安
維
持
法

犠
牲
者
の
な
か
で
、
は
じ
め
の

「京

都
学
連
事
件
」
か
ら
予
防
拘
禁
を
く

ら
い
１
９
４
５
年
１０
月
の
治
安
維
持

法
廃
止
ま
で
、
刑
務
所
を
出
た
り
入
っ

た
り
し
た
栗
原
佑
の
こ
と
や
、
左
翼

知
識
人
た
ち
の
フ
ア
シ
ズ
ム
と

の

「抵
抗
の
作
法
」
を
京
都
的
な
特
性

と
し
て
、
深
堀
し
て
み
よ
う
と
い
う

こ
と
で
タ
カ
ク
ラ

・
テ
ル
、
中
西
伊

之
助
な
ど
も
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

３
、
女
性
活
動
家
群
像
と
し
て
、

「
京
大
看
護
婦

ス
ト
」
事
件
は
、

「京
都
地
方
労
働
運
動
史
」

（渡
辺

徹
編
著
）
を
参
考
と
し
う
つ
全
協

の

歴
史
的
な
役
割
を
再
考
し
て
み
ま
す
。

医
療
分
野
で
は
、
医
師

。
医
学
生

。

看
護
婦
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
家
を

輩
出
し
て
い
ま
す
が
、
戦
後
の
民
医

連
運
動
の
源
流
と
し
て
し
っ
か
り
顕

彰
す
る
こ
と
も
、
岡
本
康
さ
ん
や
山

本
隆
さ
ん
の
残
し
た
実
績
で
し
た
。

そ
ん
な
取
り
組
み
の
中
で
思
わ
ぬ
発

見
も
あ
り
ま
し
た
。
１
９
３
３
年
６

月
の
共
産
党
京
都
市
委
員
会
壊
滅
当

時
の
赤
旗
配
布
責
任
者

・
西
村
清
三

さ
ん
関
連

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
。

「不
屈
」
５
６
５
号

・
５
６
６
号
の

付
録

「西
村
清
三
と
い
う
生
き
方

（断
章
）

一
反
戦
反
フ
ア
ツ
シ
ョ
を

つ
ら
ぬ
い
て
」
の
落
穂
ひ
ろ
い
を
し

て
い
た
時
、
西
村
清
三
さ
ん
の
配
偶

者
が
、
清
水
焼
職
工
た
ち
の

「全
協
」

の
活
動
家
だ
っ
た
こ
と
を
発
見
し
ま

し
た
。

「京
都
い
し
ず
え
会
」
合
葬

名
簿
で
は
、

「
１
９
４
５
年
人
党
ぃ

夫

・
清
〓
の
活
動
を
支
え
る
」
と
の

み
記
さ
れ
て
い
た
西
村
ヒ
ロ
さ
ん
は
、

寝
た
き
り
に
な
っ
て
、
夫
清
三
に
先

立
た
れ
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
な

0
ん
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く
な
り
ま
し
た
ｔ
牛
前
、
私
に

一治

安
維
持
法
と
い
う
の
は
、
え
ぐ
い
ん

や
で
．
お
な
ご
の
恥
ず
か
し
い
と
こ

ろ
に
ホ
ウ
キ
の
柄
を
つ
つ
こ
ん
で
か

き
ま
わ
す
ん
や
」
と
か
た
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
ヒ
ロ
さ
ん
が

戦
後
夫
の
活
動
を
さ
さ
え
た
だ
け
の

人
生
だ

っ
た
の
か
と
違
和
感
を
持

っ

た
こ
と
で
旧
姓
を
調
べ
、
特
高
月
報

や
思
想
月
報
に
あ
た
り
、
昭
和
８
年

９
月
８
日
検
挙
、
猶
予
処
分
。
党
日

遂
．
高
女
卒
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。

女
性
活
動
家
の
場
合
、
結
婚
し
て
夫

の
性
に
変
わ
る
場
合
が
あ
り
、
婚
前

の
活
動
歴
が
辿
れ
な
い
ケ
ー
ス
の
典

型
で
し
た
。

弾
圧
を
受
け
た
人
の
間
き
取
り
や

自
伝
な
ど
の
調
査
は
、

い
よ
い
よ

「限
界
集
落
」
的
な
状
況
で
、
わ
れ

わ
れ
の
犠
牲
者
名
簿
作
成
が
急
が
れ

る
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。

（ご
案
内
）

山
本
宣
治

生
誕
１
３
４
年

記
念
講
演
会

日
時２
０
２
３
年

５
月
２
８
日

（
日
）

午
後
２
時
ヽ
４
時

会
場宇
治
市
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

５

・

３

憲
法
集
会
の

ご
案
内

生
か
そ
う
憲
法

守
ろ
う
９
条

５

ｏ
３
憲
法
集
会
ｉ

ｎ
京
都

５
月
３
日
は
施
行
か
ら
７６
年
に
な
る
憲
法
記
念
日
で
す
。

平
和
を
望
む
な
ら
　
戦
争
準
備
で
な
く
　
平
和
を
準
備
し
よ
う
。

１３
時
～
オ
ー
ブ

ニ
ン
グ

ー３
時
半
～
開
会

講
演

末
浪

靖
司
さ
ん

（ジ
ヤ
ー
ナ
リ
ス
ト

日
本
平
和
委
員
会
　
常

任
理
事
）
に
よ
る

「
ア
メ
リ
カ
の
世
界
戦
略
を
担
う
岸
田
大
軍
拡
―

今
輝
く
憲
濠
９
条
」

う
た
ご
え
　
平
和
お
ど
り
　
政
党
あ
い
さ

つ
　
」巾
民
ス
ピ
ピ
ー
チ

ー５
時

１５
分
～
憲
法
ウ
オ
ー
ク

主
催

憲
法
９
条
京
都
の
会

９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
全
国
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン
京
都

於
円
山
公
園
野
外
音
楽
堂

F~D
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統

一
地
方
選
挙

（前
半
戦
）

の
結
果

統

．
地
方
選
挙

（前
半
戦
）
が
、

４
月
９
１１
に
終
わ
り
ま
し
た
ら

各
政
党
の
道
府
県
議
選
の
当
選
者

数
と

――ｌｆ
回
選
挙
か
ら
の
増
減
は
、
次

的
通
句
て
十
‐

日
民
１
１
５
３

（‐
５
）

寺
民
１
８
５

（十
６
７
）

公
明

１
６
９

（
＋
３
）

Ｌ
産
７
５

一
２
二

絆
一山
６
９

（
・
５
３
一

―‐１１
民
３
１

（
５
２
）

れ
い
わ
０

（
↓

住
民
３

（
１
９
）

‘
の
触
諸
派
８
２

（
１
３
）

無
所
属
■
９
３

Ｔ
ｌ
３
）

４
月
２
３
日
は
統

一
地
方
選
挙
後

半
戦
の
投
票
日
で
す
。
前
半
戦
の
教

訓
を
生
か
し
、
後
半
戦
の
全
員
当
選

を
め
ざ
し
て
奮
闘
し
ま
し
よ
う
。

地
方
に
よ

つ
て
、
大
き
な
成
果
を

挙
げ
た
と
こ
ろ
、
失
敗
を
し
た
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
。
よ
く
学
び
、
よ
く

生
か
し
ま
し
よ
う
。

5国今
月会年
16請の
日願
日
は（火
）
に
な
り
ま
し
た
！

会
員
の
皆
さ
ん
。
今
年
の
国
会
計
願
日
は
、
会
場
の
関
係
で
５
月
１７

目

（水
）
は
５
月

１６
日

（火
）

に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

私
達
は
治
安
維
持
法
に
よ
る
犠
牲
者

へ
の
謝
罪
と
賠
償
を
求
め
て
、

１
９
７
４
年
以
来
、
毎
年
粘
り
強
く
署
名
を
集
め
、
国
会
請
願
を
行

っ

て
い
ま
す
。

京
都
で
は
、

一
万
筆
の
は
標
を
掲
げ
て
頑
張

つ
て
い
ま
す
が
、
人

変
遅
れ
て
い
ま
す
ぃ

ご
家
族
や
お
知
り
合
い
の
方
々
、
所
属
団
体
の
情
さ
ん
に
審
名
を

お
願
い
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
国
会
請
願
署
名
用
紙
が
必
要
な
方
、
国
会
請
願
に
参
加
希
望

の
方
は
、
事
務
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

国
は
治
安
維
持
法
犠
牲
者
ら
に
謝
罪
と
賠
償
―――
置
を
執

＝
　

（社

ｒ
―́―‥―
会
計
願
３
嗅
＝
を
実
現
す
る
１１
は
、
ま
だ
た
だ
同
――――
は
ヵ
不
足

で
す
。
２
０
２
０
年
代
に
治
安
維
持
法
体
制
に
決
着
を

つ
け
る
、
そ
の
た

め
に
数
万
の
会
員
を
擁
す
る
同‐
盟
に
す
る
、
そ
の
第

一
歩
が
国
賠
署

名
と
、
２
万
の
同
盟
実
現
と
い
う
大
方
針
で
す
。

全
会
員
総
が
か
り
で
実
行
し
、
国
賠
署
名
と
２
万
の
同
盟
を
実
現

し

ま

し

よ

う

。
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